












オペラについては、「足利オペラ・リリカ」発足前
（オペラ初演の昭和43年から平成24年までの44年間）
と発足後（平成25～29年の５年間）を比べると、年
平均公演回数は1.39回から9.2回へと６倍以上に増加。
年平均入場者数についても、1545.66人から3140人へ
と倍増している。
小中高校生を対象とする芸術教室も引き続き行わ

れており、こちらでも３団体が大きな役割を果たして
いる。各団体の小中学校での公演実績は次のとおり
である。
①足利ミュージカル
•平成25年度…「銀河鉄道の夜」（小学校高学年）
•平成26年度…「泣いた赤鬼」（小学校低学年）
•平成27年度…「坊っちゃん」（中学校）
•平成28年度…「ごんぎつね」（小学校高学年）
•平成29年度…「かぐやひめ～竹取物語」（小学校低
学年）
•平成30年度…「里見八犬伝」（中学校）
②足利カンマー・オーケスター
•平成26年度…小学校および中学校
•平成29年度…小学校および中学校
③足利オペラ・リリカ
•平成25年度…小学校および中学校
•平成28年度…小学校および中学校
このように、基本的には各団体が３年に１度ずつ持
ち回りで芸術教室を担当する形が定着している。この
ほか、前述のように各学校へ出向いてのワークショッ
プや出前コンサートなども活発に行われている。

各市民層・地域にきめ細かく
芸術に触れる機会を提供

各団体には運営委員会が設けられており、監督や
専門スタッフのほか、市民も運営委員として団体を支
えている。それは、前に触れたようにユースオーケス

トラの関係者であったり、市民ミュージカルや市民オ
ペラの参加者であったり、いずれにしても演劇や音楽
が純粋に好きという一般市民だ。足利市民会館館長
の周東勇さん（MBS財団所属）は、「事業企画段階
で話し合いに加わり助言したり、ミュージカルでは舞
台スタッフとしての役割も担うなど、重要な存在で
す」と語る。
３つのプロフェッショナル芸術団体が発足してから、
５年以上が経過した。課題といえば、やはり財政面
だ。ミュージカルについてはそれなりにチケット収入
もあるが、全体的に見ると集客はまだ満足できる状況
ではない。団体の運営だけを見れば収支はマイナス
が続いており、文化庁からの助成や企業の協賛金で
補っている。
とはいえ、文化芸術の分野は単純にコストだけで
事業を評価すべきものではないし、また長期的な視点
で成果を測る必要がある。何よりも評価すべきは、
「子どもから大人まで、さまざまな市民層に対して、ま
た各地域に満遍なく、きめ細かく芸術に触れる機会を
提供できるようになった」（周東さん）という点だろう。
とりわけ足利ミュージカルについては、団員・準団
員・研究生のほとんどが地元在住ということもあり、
完全に地域に根づいた存在となっている。その一方
で、市外在住のメンバーが多い足利カンマーオーケ
スター、足利オペラ・リリカについては、「まだまだ知
名度が低いので、それぞれの特色を生かした活動を
さらに強化していきたい」と小林さん。
最後に周東さんは、今後の抱負を次のように力強く
語ってくれた。
「上演内容や運営方法についてはきちんと見直しを
して、集客増加と収支バランスの向上に向けた努力を
していきます。協働を基本として市民と一緒に地域の
芸術文化を活性化していくというコンセプトの部分は、
ぶれずに進めていきたいと思っています。」

足利市市街地全景
足利市民会館館長の周東勇さん（右）と同事業企画担当係長の
小林邦彦さん
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